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議会運営委員会会議録 

 

平成２６年５月２６日 月曜日 

  午前１１時００分開議 

  午後 ０時０４分閉議（実時間 ６０分） 

                              

○本日の会議に付した案件 
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１．政府要望について 
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１．その他 
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委 員 長  山 本 幸 廣 君 

副委員長  鈴木田 幸 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  福 嶋 安 徳 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  百 田   隆 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

議  長  橋 本 幸 一 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 総務部長       木 本 博 明 君 

 議会事務局長     桑 崎 雅 介 君 
 
  議会事務局理事 
            國 岡 雄 幸 君 
  兼次長 
 
 

  議会事務局副主幹 
            小 山 貴 晴 君 
  兼総務係長 
 

                             

○記録担当書記     國 岡 雄 幸 君 

            小 山 貴 晴 君 

 

（午前１１時００分 開会） 

◎６月定例会の運営について 

○委員長（山本幸廣君） 皆さんおはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 ただいまから議会運営委員会を開会いたしま

す。 

 それでは、まず１の６月定例会の運営につい

てを議題とし、（１）付議案件の（イ）市長提

出案件１０件について説明を求めます。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（山本幸廣君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）座って説明させていただきます。 

 ６月定例会に当初提出予定の議案は、全部で

１０件でございます。内訳はお手元に配付して

ございます、平成２６年６月定例会提出予定議

案にありますように、予算議案が１件、事件議

案が５件、条例議案が４件の合計１０件でござ

います。 

 まず、予算議案の１件でございますが、平成

２６年度一般会計補正予算第２号でございまし

て、補正額は１２億２６２４万２０００円でご

ざいます。主なものは、低コスト耐候性ハウス

等の導入に対して補助を行う、強い農業づくり

交付金事業や、八代市木質バイオマスエネルギ

ー利活用計画に基づきまして、さかもと温泉セ

ンターに木質バイオマスペレットボイラーの設

置費用など、農林水産業関係で約６億９０００

万円、また、広域行政事務組合の平成２６年度

予定事業のうち、消防救急無線デジタル化及び
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高機能消防指令センター整備において国庫補助

金が不採択となったことから、その不採択分を

構成市町村で負担する費用約２億５０００万

円、また、私立の保育所において井揚町の杉の

実保育園の園舎改築、及び坂本町の真愛保育園

の屋根改修に対する補助約１億４０００万円、

そのほか、携帯電話が通じない地域の解消を図

るため、今回は坂本町の枳ノ俣、市ノ俣、横様

の３地区に設置する移動通信用鉄塔の施設整備

事業費約８０００万円などで、合わせまして１

２億２６２４万２０００円、約１２億３０００

万円を予定しております。 

 次に、事件議案は５件を予定いたしておりま

す。議案第５５号から第５７号までの３件は、

平成２５年度一般会計補正予算など専決処分の

報告及びその承認について、議案第５８号と５

９号の２件は、公有水面埋め立て関係での埋め

立て免許及び埋め立て地の用途変更に対する意

見を述べることについてでございまして、合わ

せて５件の事件議案でございます。 

 次に、条例議案は４件を予定いたしておりま

す。議案第６０号から６３号まで、移動通信用

鉄塔条例、報酬及び費用弁償条例、手数料条

例、図書館条例の一部改正、４件でございま

す。 

 以上が、６月定例会の開会日に提出予定の議

案１０件でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○委員長（山本幸廣君） 説明が終わりました

が何か質疑ありませんか。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） ないようであります

ので、次に（ロ）先議案件はありませんか。木

本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。今回はござ

いません。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、（ハ）請願・

陳情について、説明を求めます。桑崎議会事務

局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。改めま

しておはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）それでは、座らせて説明

させていただきます。 

 （ハ）請願・陳情について御説明申し上げま

す。 

 現在までに受理いたしました請願・陳情はご

ざいません。また、委員会への参考送付といた

しまして、お手元に内容のコピーを配付いたし

ておりますが、協議事項レジュメに記載のとお

り４件を受理いたしましたので、関係委員会へ

参考送付させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） 事務局長より説明が

終わりましたが、何か質疑ありませんか。質疑

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 次に、（ニ）市長追

加提出予定案件の６件について説明を求めま

す。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（山本幸廣君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。定例会最終

日の追加提出といたしまして、人権擁護委員候

補者の候補についての２件と、固定資産評価委

員の選任につき同意を求めることについての１

件、それから、固定資産評価審査委員会委員の

選任につき同意を求めることについての３件

で、合計６件の人事議案を予定いたしておりま

す。 

 まず、人権擁護委員候補者の推薦について

は、人権擁護委員２１名のうち坂本地区の委員

１名と鏡地区の委員１名が、本年の９月３０日

をもって３年の任期を終えられますことから、

その後任の委員候補者について、人権擁護委員

法第６条第３項の規定によりまして、議会の意

見を聞いて法務大臣に推薦するものでございま
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す。また、固定資産評価委員については、評価

委員であります市職員の人事異動に伴う後任の

選任について、地方税法第４０４条第２項の規

定によりまして、議会の同意を求めるものでご

ざいます。また、固定資産評価審査委員会委員

については、３名の委員が本年９月２１日をも

って、それぞれ３年の任期を終えられますこと

から、地方税法第４２３条第３項の規定により

議会の同意を求めるものでございます。 

 以上が追加予定議案でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま説明のあり

ました人事案件６件について、質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 次に（３）会期の決

定について協議いたします。まず、招集日につ

いて報告を求めます。 

○総務部長（木本博明君） はい、委員長。 

○委員長（山本幸廣君） 木本総務部長。 

○総務部長（木本博明君） はい。招集日につ

いてでございますが、６月２日月曜日、午前１

０時からお願いしたいと思います。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（山本幸廣君） それでは、会期につ

いてお諮りいたします。 

 会期日程につきましてはいかがいたしましょ

うか。 

（｢委員長腹案」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 委員長腹案という御

意見がありましたので、それでは委員長腹案を

事務局に配付いたさせます。 

（書記、資料配付） 

○委員長（山本幸廣君） 配付漏れはありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 念のため、事務局よ

り説明いたさせます。國岡議会事務局次長。 

○議会事務局理事兼次長（國岡雄幸君） おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）議会事務局の國岡でございます。 

 それでは、委員長腹案ということでございま

すので、ただいま配付の６月定例会日程委員長

案について御説明をさせていただきます。済み

ませんが、座って御説明いたします。 

 まず、６月２日月曜日の午前１０時が開会と

いうことでございます。翌日３日火曜日が、質

疑・一般質問の締め切り日となります。締め切

り時間は午前１０時となります。また、６月９

日月曜日から同月１２日木曜日までが質疑・一

般質問、１３日金曜日が質疑・一般質問の予備

日ということになります。 

 委員会でございますが、１６日月曜日が文教

福祉委員会、１７日火曜日が経済企業委員会、

１８日水曜日が建設環境委員会、１９日木曜日

が総務委員会ということになります。 

 最終日につきましては、６月２５日水曜日、

午前１０時開会ということでございます。 

 また、議会運営委員会、全員協議会でござい

ますが、開会日の６月２日午前９時から議会運

営委員会、９時３０分から全員協議会となりま

す。 

 次に、１１日が本会議終了後、議会運営委員

会となります。 

 最終日の６月２５日でございますが、午前９

時から議会運営委員会、９時３０分から全員協

議会となります。 

 以上が委員長腹案でございます。 

○委員長（山本幸廣君） 事務局より説明をい

たさせましたが、御意見等何かありませんか。

ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） ないようであります

ので、お諮りいたします。 

 ６月定例会の会期は６月２日から６月２５日

までの２４日間とすることに御異議ありません
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か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（４）その他の（イ）人事異動に伴う

部課長紹介について説明を求めます。桑崎議会

事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。それで

は、（イ）人事異動に伴う部課長の紹介につい

て御説明いたします。 

 この件につきましては、去る４月１日付で執

行部に人事異動がありましたので、定例会の開

会前に紹介したいとの申し出があっております

ので、開会に先立ちまして部課長の紹介があり

ます。また、議会事務局におきましても、議会

開会初日の全員協議会におきまして、人事異動

に伴います職員の紹介をお願いしたいと思って

おりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） 説明が終わりました

が、本件について、６月２日の本会議前に行う

ことといたしたいが、これに御異議ありません

か。ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（ロ）全国市議会議長会永年勤続表彰

の伝達及び祝詞贈呈について説明を求めます。

桑崎議会事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。それで

は、全国市議会議長会永年勤続表彰について御

説明いたします。この件につきましては、今週

５月２８日、東京で開催の第９０回全国市議会

議長会定期総会におきまして、議員表彰が行わ

れる予定となっておりまして、本市議会からは

議員として勤続年数２５年表彰の該当者といた

しまして、昨年１月にお亡くなりになられまし

た故小薗議員、また、議員として勤続年数１５

年表彰の該当者として、古嶋議員、そして、議

員として勤続年数１０年表彰の該当者として大

倉議員、笹本議員、田方議員、堀口議員、増田

議員、百田議員、そして、御勇退なさいました

田中茂議員、松浦議員、以上の１０名の議員さ

んに対しまして永年勤続表彰が授与され、議長

がかわりに受領されることとなっております。

つきましては、議会開会初日に表彰状の伝達を

行い、議員さんに対する祝詞並びに謝辞をお願

いしたいとするものでございます。また、市長

のほうからは、感謝状の贈呈並びにお祝いの言

葉が贈られる予定となっております。 

 なお、故小薗議員につきましては、議長から

御遺族に対しまして後日お渡しいただきますと

ともに、さきに御勇退の田中茂議員、松浦議員

につきましても、同様に御本人に議長から伝達

をお願いいたしたいと思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） 事務局長よりただい

ま説明が終わりましたが、質問があればお願い

いたします。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） それでは、表彰状の

伝達については、６月２日の本会議開会後に行

うことといたしたいが、これに御異議ありませ

んか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、祝詞についてはどなたにお願いい

たしましょうか。先例では、若任期の年少議員

が祝詞を述べることが慣例となっております。

昨年は松永議員でございましたが、ことしは、

先例に基づきますと中山議員となりますので、

中山議員に祝詞をお願いすることにいたしたい

と思いますが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、
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そのように決しました。 

 次に、議場内における執行部席変更につい

て、説明を求めます。桑崎議会事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。それで

は、議場内における執行部席変更について御説

明いたします。 

 さきの人事異動によりまして、執行部におい

て政策審議監が新たに配置されたことに伴い、

お手元に配付の議席表のとおり、順次、その席

次を繰り下げるものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま説明が終わ

りましたが、何か質問等ありませんか。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 議場内における執行

部席変更については、説明のとおり取り扱いす

ることといたしたいが、これに御異議ありませ

んか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 次に、（２）夏季の服装について、説明を求

めます。桑崎議会事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。それで

は、夏季の服装について御説明いたします。 

 この件につきましては、お手元に資料をお配

りいたしておりますが、地球温暖化対策推進本

部本部長の市長から、本年も昨年と同様に５月

１日から１０月３１日までの間にあっての夏の

軽装、いわゆるクールビズなどへの協力依頼が

参っております。具体的には、（１）冷房時に

おける室内の温度管理を２８度とすること、

（２）夏の軽装、いわゆるクールビズについて

は、原則としてノーネクタイ、上着無着用と

し、派手にならないポロシャツの着用も可能と

するなどの内容でございます。 

 つきましては、本市議会といたしまして、会

議中の軽装の取り扱いについて御協議いただき

たいと思います。なお、先ほど開会日に全国市

議会議長会からの表彰伝達が執り行われること

とされましたので、被表彰者、祝辞が述べられ

る議員におかれましては、正装でお願いできれ

ばと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） 夏季の服装について

説明が終わりましたが、何か質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） それでは、お諮りい

たします。 

 本市議会において、夏季の服装については軽

装――上着無着用、ノーネクタイに努めること

といたしたいが、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、どうぞ、木本総務部長、御退席ど

うぞ。 

                              

◎政府要望について 

○委員長（山本幸廣君） それでは次に、２の

政府要望について説明を求めます。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。 

○委員長（山本幸廣君） 桑崎議会事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。政府要

望について御説明させていただきます。 

 この取り扱いにつきましては、４月１６日の

各派代表者会で執行部から、７月と１１月に市

長などが行っております関係省庁への政府要望

に関しまして、市議会議員も任期中に御同行願

いたいとする説明がありました。その後、改め

て開かれました５月７日の各派代表者会で、お

手元のつけ出し表の確認がなされて、ついて

は、１議員にあっては議員任期中に１回の政府

要望を行うものとして人選を進める、また会派
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の交渉要件を有しない議員にあって、希望され

る枠に重複が生じた際は議長において調整する

との決定もあわせてなされたところでありま

す。 

 そこで今回、政府要望の際の議員のお名前の

つけ出しをお願いいたしますとともに、つけ出

しの提出期限をお決めいただきたいと思いま

す。 

 なお、陳情項目、行程等の詳細内容について

は執行部で現在調整中とのことでありましたの

で、お手元には参考といたしまして、昨年の例

をお示しいたしているところでございます。 

 提出期限につきましては、６月の早い時期に

議会事務局につけ出しをお願いいたしたいと思

います。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○委員長（山本幸廣君） 政府要望についての

説明が終わりましたが、何か質問等ありません

か。時間はありますのでどうぞ。質問ありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） ないようであります

ので、それではお諮りいたします。政府要望に

ついて議会として同行することとし、議員の名

前のつけ出しについては各会派内で調整され、

その提出期限を６月９日までとすることといた

したいが、これに御異議ありませんか。ありま

せんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎政務活動費に伴う申し合わせ事項について 

 次に、３の政務活動費に伴う申し合わせ事項

について説明を求めます。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。 

○委員長（山本幸廣君） 桑崎議会事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。それで

は、政務活動費の申し合わせ事項について御説

明いたします。 

 現在、政務活動費に伴う監査は、随時監査と

いう形で毎年実施されている状況でございます

が、政務活動費における収支報告書等につきま

しては、八代市議会政務活動費の交付に関する

条例第１０条において、政務活動費収支報告書

について、議長は必要に応じて調査を行うな

ど、政務活動費の適正な運用を期すとともに、

使途の透明性の確保に努めるものとされており

まして、その責務については議会議長に帰すこ

との明記がなされておりますことから、この条

例に即して、今回、八代市議会政務活動費使途

基準に係る申し合わせを改正願おうとするもの

でございます。 

 なお、議長において政務活動費の使途等にお

いて疑義が生じた際は、監査委員の意見を求め

ることといたしたいと考えます。 

 今回の改正内容につきましては、お手元に新

旧対照表をお配りいたしておりますが、第３項

中、定期監査等におけるの部分を削除するとと

もに、その後段部分のこの監査をこの審査に修

正しようとするものでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま説明が終わ

りましたが、何か質問等ありませんか。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） それでは、お諮りい

たします。政務活動費に伴う申し合わせ事項に

ついて、別紙新旧対照表のとおり一部改正する

ことといたしたいが、これに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎議会中継システムについて 
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 それでは次に、４の議会中継システムについ

て、説明を求めます。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。 

○委員長（山本幸廣君） 桑崎議会事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。議会中

継システムについてでございますが、本件につ

きましては、昨年度から本年度にかけまして、

次期６月定例会での運用を目途とし、改修工事

を進めておりました。このたび、議場、委員会

室の工事が、予定どおり終わりましたことを御

報告申し上げるものでございます。 

 今回の改修工事はウィンドウズＸＰのサポー

ト期間の終了に伴うものであることや、機器が

老朽化したことにより機器の入れかえを行った

ものでございますが、マイク、カメラ等の感度

も以前より数段高くなっております。この会議

終了後にでも、議場をごらんいただければと思

います。 

 以上、報告でございました。 

○委員長（山本幸廣君） ただいま説明が終わ

りましたが、何か質問等ありませんか。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 議会事務局長の報告

のとおり、議会中継システムの改修工事が終了

し、６月定例会から改修後のシステムで運用す

ることになりますことから、引き続き委員各位

の御協力をお願いいたします。 

                              

◎議長の諮問に関する事項 

 それでは次に、５の議長の諮問に関する事項

を議題といたします。 

 まず、（１）議会報告会についてでございま

すが、この件につきましては、改選前の議会運

営委員会で、今までどおり各会派に任せる旨の

決定がなされておりますが、改めて３月２０日

開催の本委員会で議長から諮問がなされ、４月

１６日開催の本委員会の中で、その他の事項に

関しましても、委員各位から貴重な御意見等を

出していただきました。その際、その意見等を

取りまとめ、整理し、各会派へ提出願いたいと

の要望もあっておりました。 

 そこで、本日の議事を円滑に行うため、取り

まとめた議会運営委員会協議事項を事前に事務

局から送付いたさせておりましたので、ごらん

になられたと思いますが、ごらんにならなかっ

た委員の方々には、後からでもお知らせいたし

たいと思います。 

 それでは、送付いたしておりました議会運営

委員会協議事項中、議会の報告会について、そ

の関係分について事務局より説明を願います。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） はい。 

○委員長（山本幸廣君） 桑崎議会事務局長。 

○議会事務局長（桑崎雅介君） それでは、４

月１６日に開かれました会議の中での議会報告

会についての意見につきましては、小山副主幹

兼総務係長より御説明申し上げます。 

○議会事務局副主幹兼総務係長（小山貴晴君）

 はい。 

○委員長（山本幸廣君） 説明は先ほどの事務

局長のとおり、小山副主幹兼総務係長に説明を

求めます。 

○議会事務局副主幹兼総務係長（小山貴晴君）

 御説明させていただきます。 

 議会報告会につきまして、議会として議会報

告会を行うとなれば、全議員の共通認識、ルー

ルづくりが必要と思われるとの御意見、また、

議会報告会ありきではなく、市民への議会の存

在を伝えるツールとしてのほかの選択肢も考え

られるのではないかとの御意見がございまし

た。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） 説明が終わりました

が、議会報告会を行うとすれば、全議員の共通

の認識、ルールづくりの必要があること、議会

報告会にかわるほかの選択肢があるのかについ
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ても含めてですね、議運での協議内容を各会派

に持ち帰り、議論を深めて、本日の議会運営委

員会で報告をお願いをしておりました。そこ

で、各会派より報告を願いたいと思います。 

 まず最初に、自由民主党・絆の鈴木田代表代

理、お願いいたします。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。自民党・絆と

いたしましては、やはり全議員の共通認識が必

要であるということで、その中で決定すれば、

やはりその決定に従って行うということを協議

の中で決定しております。以上です。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、自由民主党・

礎、成松代表お願いいたします。 

○委員（成松由紀夫君） はい。議会報告会を

やるとすれば、今、鈴木田代表代理もおっしゃ

られたとおり全会一致のルールができればとい

うことであって、ほかのツールも含めて考えら

れるのではないかというようなところではあり

ますが、もう少し議論を深める必要もあるので

はないかなというのも考えております。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 次に、自由民主党・和の古嶋代表、お願いい

たします。 

○委員（古嶋津義君） はい。他市の報告会の

動向を視察等で調査をいたしましたところ、参

加者が少ないということで、このあたりのとこ

ろを市民の方にどうして周知・徹底をしていく

のか、この辺が少し課題であろうということで

ありますし、また、報告会において他会派の批

判とも受け取れるような発言もあるということ

で、この辺のルールづくりも一つのネックかな

と思っております。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） はい。次に、改革ク

ラブの亀田代表、お願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） はい。議会報告会の必

要性ということについては、以前からお話を申

し上げているとおりでございます。開かれた議

会を目指すのであればですね、不特定多数の方

々に議会の姿勢として報告を行うということ

は、ぜひ必要だというふうに思います。 

 あと、参加者が少ないとか、話の内容とかあ

りますが、そのことにつきましては参加される

側のほうの話であって、議会が報告会をするの

かしないのかということが今回のテーマではな

いかと。そこに議会としてですね、どのような

アプローチを市民にするのかというのがテーマ

であって、そのことを皆さんで真剣に考えてい

ただければというふうに思っております。 

 前回、海外視察とかいろいろあったんです

が、そのことも含めてですね、やはり議会がそ

こで汗をかいて市民に理解を得るという姿勢を

見せることがですね、それにつながっていくん

じゃないかなというふうに考えます。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、連合市民クラ

ブの野﨑代表、お願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） 全会一致のルールづく

りちゅうような話だったですけれども、ルール

ばつくっていて、するしないという方向性出す

という話の進め方じゃなくて、全員の共通認識

をまずとれるかとれないか、そこを決めた上

で、やるかやらないかを決めた後にそのルール

づくりちゅうのはあとから出てきていいんじゃ

ないかというようなお話でですね、まずはやっ

ぱ議会として共通認識というのをまず持ってい

くような話し合いというか、そういった深めて

いくような取り組みというのがですね、重要じ

ゃないかというようなことと、あと主導的な対

応ということでは、議長のお考えというのがで

すね、やっぱり非常に重要ではないかというよ

うな意見もですね、出たところでございますん

で、八代市議会のやはり全体のまとめ役という

ことで議長が、その思いがどういう思いでです
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ね、こういうな話になっているかというところ

で、やっぱ説明責任とか、そういったところも

必要じゃないかというふうな話がですね、ちょ

っと出たところです。 

○委員長（山本幸廣君） 最後に、新生会の百

田代表、お願いいたします。 

○委員（百田 隆君） はい。全体の決議に従

うということです、はい。 

○委員長（山本幸廣君） ほかに、委員の皆様

方おられますけども、御意見等ありませんか。

意見ありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（山本幸廣君） 成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） 先ほどから、議長が

云々というくだりもあるんですけども、やるや

らないが先で、ルールは後だろうという考え方

も理解はできなくもないんですが、やはり共通

のルールであったり、共通認識というのが、こ

れが一番イデオロギーも含めて難しいとこなん

ですよね。自民党もいりゃあ、共産党もいらっ

しゃるし、そういう中で、どうやって共通の認

識、ルールを見出せるか。見出せなければ、も

うなかなかこれは難しいというのが、うちの礎

の話であって、先ほど、古嶋団長から他会派の

批判であったりとか云々というのが現在行われ

ている状況の中でもあっているというのが耳に

入ってくると、どうしても、そういうところが

あるもんだからルールづくりという話になるん

でですね。ただ、報告会をやるという姿勢だけ

ということになると、それこそ議長と副議長が

行って、こういうことが決まりましたというよ

うなだけの報告会であれば、またちょっと違う

のかなというようにも思うので。 

 先ほど言いましたように、またちょっと持ち

帰らせていただいて、多分、考え方が平行線の

ままで、こう折衷……、何ですかね、折衷案ち

ゅうか、見出すところにはきょうも至らないと

思うんですが、どうでしょうか。また、帰らせ

て、議論もまたさせていただいで、折衷案が出

ればということでと思いますが。 

○議長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員長（山本幸廣君） はい、議長どうぞ。 

○議長（橋本幸一君） 議長の考え次第という

か、そういう意見も出てるということですが、

やはりこれはですね、皆さんの合意がなかれぬ

とですね……。 

○委員長（山本幸廣君） 議長、起立を。議

長、起立お願いします。 

○議長（橋本幸一君） ああ、済みません。 

 先ほど、議長の思いといいますか、議長判断

ということもあったわけですが、これは、ある

状況によってはそういうこともあるわけです

が、こういう議会報告会っていうのは、やっぱ

皆さんの合意がなかれぬとですね、これ、議長

がやれって言ったからやるというか、そういう

問題ではないかと思います。 

 そういう中で、先ほどのやっぱりいろんな皆

さんの合意、そしてやっぱルールづくりという

のは、私はどうしてもそこは避けて通れない道

と思っております、議長として。そこは、認識

していただきたいと思っております。 

○委員長（山本幸廣君） はい。ほかにありま

せんか。 

○委員（亀田英雄君） 委員長、ようございま

すか。 

○委員長（山本幸廣君） はい、亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 今の議長のお話に、何

といいますか、対してですが、いろんな考え方

はやっぱあると思うとですよ、今の成松委員の

話、私の今言った話に対してもですたい。だけ

ん、議長がやれと言うから議会報告会をすると

いうんじゃなくて、いろんな考え方ある中で、

議長がリーダーシップをとって、そのことが必

要であるならば、そのリーダーシップをとって

いただきたいというのが、今、議長の話になっ

ていく過程だと思うとですよ。だけん、この話
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は、いろんな考えが、意見があっとですから、

誰かが音頭をとって進める、進めるという意思

があるのなら、せぬ限りは絶対無理ですよ。そ

の意味の共通認識ですけん。その共通認識を誰

が図っていくかとなれば、やっぱり議会のリー

ダーである議長がそこにおいでまし、いただけ

なければ、これは無理かなというふうに考えま

す。そういうことも含めてですね、議長がどう

考えるかということは、非常に重いかなという

ふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（橋本幸一君） 委員長、よろしいです

か。 

○委員長（山本幸廣君） はい、議長。 

○議長（橋本幸一君） はい。そこは、十分私

も認識しております。だから、そういう皆さん

の合意というのが、総意が達せればですね、そ

れはちゃんと私がリーダーシップとって、それ

はもうやる覚悟でおりますということは認識い

ただきたいと思います。 

○委員長（山本幸廣君） ほかにありません

か。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 委員長より、皆さん

方の御意見と御報告等をお聞きしながらです

ね、この問題については熟慮がなってないよう

な気がいたしますので、成松委員ほか委員の方

々の御意見等を聞きながらですね、よろしかれ

ばですね、定例会前の議運でありましたので、

これについてはですね、皆さんが今のとおり御

認識ができたと思います。その中で、これが前

に進むという中ではですね、まだまだこれはも

う議論をしなきゃいけないというふうに感じま

したので、再びですね、この持ち帰りをさせて

いただいて、ほかの問題もありますので、持ち

帰らさせていただき、各会派で議会報告会のい

ろんな行政視察等行かれてですね、議会報告会

のところの視察をしながらですね、本当に八代

市としてどのような報告会をすんのかというの

を含めてですね、委員の方々のですね、知恵を

結集した中で進めさせていただきたいというふ

うに委員長思いましたので、いろいろと御意見

があるようでありますけども、本日の協議結果

を各会派に持ち帰りいただき、各会派でも協議

を深めていただいた上で、次回、引き続き再度

御協議いただきたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは次に、持ち帰り協議事項についてで

ありますが、このことにつきましては、別紙４

月１６日開催持ち帰り協議事項のその他の事項

中、（１）他市議会に対して提出がなされてい

る同様趣旨の陳情、いわゆるばらまき陳情の取

り扱いについて、まず県内各市議会の取り扱い

状況について説明をさせます。 

 小山副主幹兼総務係長。 

○議会事務局副主幹兼総務係長（小山貴晴君）

 はい。県下他市における市外からのいわゆる

ばらまき陳情の取り扱いにつきまして、郵送に

よる場合、持参による場合、全国市議会議長会

等からの場合に分けて、それぞれを表にいたし

ております。 

 今回、協議事項の対象となっております持参

による場合について御説明させていただきま

す。 

 上から、熊本市につきましては、議長判断に

より、議長預かり、常任委員会に送付、各会派

に送付のいずれかの対応がなされており、その

後、会派から申し出があった場合に限り、議案

としての取り扱いがなされるとのことでござい

ます。人吉市、菊池市、宇城市の３市につきま

しては、全議員に配布。また、荒尾市、上天草

市につきましては、議長預かりまたは常任委員

長に通知の取り扱いがなされております。水俣
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市、玉名市、天草市、宇土市の４市につきまし

ては、常任委員会に付託されております。山鹿

市につきましては、常任委員会に送付、阿蘇市

につきましては、議運で協議の上、常任委員会

に付託または全議員に配布とのことでございま

す。最後に合志市についてでございますが、議

運で協議がなされるとのことでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（山本幸廣君） 小山係長より説明が

ありました。この件について、さきの議会運営

委員会では、市外からの陳情で持参されたもの

については、参考送付とする、今までどおり委

員会に付託するとの意見があったことから、再

度会派に持ち帰り、協議をお願いいたしており

ました。つきましては、御協議いただいた結果

について、御報告いただきたいと思います。各

会派の代表の方々、順次指名をいたしますの

で、報告をお願いいたしたいと思います。 

 最初に、まず連合市民クラブの野﨑代表、お

願いいたします。 

○委員（野﨑伸也君） はい。これまでどおり

ですね、丁寧に取り扱う必要があるというふう

なですね、八代市に関連するものというのが、

多分あるというような中ではですね、そういっ

た丁寧に取り扱う必要があるということと、こ

れまでのですね、やり方というのは、やっぱり

誠意を持った対応というのがですね、非常にで

きてきてたんじゃないかというような歴史もあ

りますんで、これまで同様の対応でお願いした

いと思います。 

○委員長（山本幸廣君） はい。次に、改革ク

ラブの亀田代表、お願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） はい。野﨑代表と同意

見です。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、新生会の百田

代表、お願いいたします。 

○委員（百田 隆君） はい。委員会付託な

し、各議員配付です。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、自由民主党和

の古嶋代表、お願いいたします。 

○委員（古嶋津義君） 各議員に配付のみ。た

だし、全国議長会については、各会派で協議の

上、賛同で発議ということでございます。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、自由民主党

礎、成松代表、お願いいたします。 

○委員（成松由紀夫君） 今、郵送の話ですよ

ね。（｢うん｣と呼ぶ者あり）郵送の分ですね。

（｢うん、郵送の分｣「いや、持参の分」と呼ぶ

者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 持参たい。 

○委員（成松由紀夫君） 持参ですね。 

○委員長（山本幸廣君） 持参の場合よ。 

○委員（成松由紀夫君） 持参については、全

議員に配付ですけれど、郵送は言わぬっちゃよ

かですか。（｢持参だけ｣と呼ぶ者あり） 

○委員（成松由紀夫君） じゃあ、持参は全議

員配付でお願いいたします。 

○委員長（山本幸廣君） 次に、最後に自由民

主党絆の鈴木田代表代理、お願いいたします。 

○委員（鈴木田幸一君） これにつきましては

ですね、まだまだ協議の必要があるということ

で、再度持ち帰りですね、十分な話し合いをし

たほうがいいんじゃなかろうかということであ

ります。 

○委員長（山本幸廣君） はい。ほかに御意見

等ありませんか。 

○委員（亀田英雄君） 委員長、質問一ついい

ですか。 

○委員長（山本幸廣君） 亀田委員。 

○委員（亀田英雄君） 以前までの会議の中

で、このばらまきという言葉について、ちょっ

と何かはばかられるようなったような感じがす

っとですが、この委員会の中で、こういう協議

場で扱うことに対して、どのようにお考えなん

ですか。 

○委員長（山本幸廣君） はい。亀田委員から
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の御指摘のとおり、きょうについてはお許しい

ただき、次については、このばらまきについて

はですね、削除させていただきたいと思いま

す。 

 ほかに御質問ありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） どのような方向づけ

でよろしいですか。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。よろしか。 

○委員長（山本幸廣君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） はい。これも、ちょ

っともう一回審議させてください。今、郵送と

云々と。で、今、ばらまき云々も、その表記が

どうなのかという話もありますが、イメージ的

なものも含めてですね、どうしてもこう時間を

効率的にということと誠意を持って対応という

のもいろいろありますけれども、その取り扱い

についてというのは、もう少しまたこれは議論

したいと思いますので。 

○委員長（山本幸廣君） 各委員の方々の意見

というのがですね、たくさん出ましたので、そ

ういう中で……。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（山本幸廣君） 古嶋代表。 

○委員（古嶋津義君） ばらまきという文言に

対する差別発言になるとですかね。 

○委員長（山本幸廣君） ちょっと小会いたし

ます。 

（午前１１時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４４分 本会） 

○委員長（山本幸廣君） 本会に戻します。 

 いろいろと御意見があるようでしたが、本日

の協議結果を各会派に持ち帰りいただき、引き

続き各会派でも協議を深めていただきたい上

で、次回、再度御協議いただきたいと思いま

す。 

 次回については、委員長からもお願いであり

ます。よろしかれば、この問題等について時間

をゆっくりかけてですね、皆さん方の御意見を

ですね、十二分に熟度するまでですね、次回に

ついては御協議いたしたいという委員長のお考

えを持っておりますので、どうか御理解をいた

だきたいと、そのように思います。いかがでし

ょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 次回の再度協議いた

だきたいと思いますので、これに御異議ありま

せんですね。 

○委員（鈴木田幸一君） ちょっとお待ちくだ

さいね。 

○委員長（山本幸廣君） はい、副委員長。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（山本幸廣君） 鈴木田副委員長。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。次回はです

ね、次回はもう決まっとっとでしょう。それで

いいんでしょうかね。６月の２日。時間ありま

すかね。 

○委員長（山本幸廣君） まだです。 

○委員（鈴木田幸一君） いや。 

○委員（亀田英雄君） 今からでしょう、それ

は。 

○委員（鈴木田幸一君） ああ、失礼しまし

た。 

○委員長（山本幸廣君） はい。御異議なしと

認めます。そのように決しました。 

 次に、さきの議運で行政視察を踏まえて、ほ

かに協議項目があるのかということで御協議い

ただき、別紙４月１６日開催持ち帰り協議事項

のとおり、（２）議運の行政視察を踏まえて協

議項目、（３）その他として、海外行政視察を

含めて検討してはどうかという意見があってお

りました。 

 なお、さきの議運での協議は、議会運営委員

会での行政視察を経て、他市の議会運営を調査

した結果、他市の例等を参考に協議項目がある
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かという協議でございました。よって、ありま

した。 

 これらの項目について、今後、取り上げて協

議の対象とするのか、御意見をお伺いいたした

いと思います。意味わかりましたでしょうか。 

 そういうことで、最初に自由民主党絆の鈴木

田代表代理にお願いいたします。 

○委員（鈴木田幸一君） この海外視察の件で

すか。（｢それも含めて｣「これ（２）もです

か」「もう（３）に行った」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） はい。２。（｢私か

ら言いましょうか｣と呼ぶ者あり） 

○委員（鈴木田幸一君） はい。これにつきま

してはですね、前回、海外視察の件についても

十分に話し合う必要があるとじゃなかろうかち

ゅう案を出しておりますけれども、まだこれに

つきましては、いろんな時期等もありますの

で、再度協議をしてもらいたいというふうに思

います。 

○委員長（山本幸廣君） はい。次に、自由民

主党礎、成松代表、お願いします。 

○委員（成松由紀夫君） はい。全体でよかで

すね。 

○委員長（山本幸廣君） 全体で。 

○委員（成松由紀夫君） はい。ここに取り上

げられてる事項というのは、今までの議運の中

で活発に皆さん方から出た事項ですので、議論

をそのまま残して深めていただきたいなという

のもございます。 

 海外視察もですね、ここに書いてあるとお

り、北海市の問題であったり、偽装のイグサの

問題等々もありますし、あと港湾を考えると、

ポートセールスもいろいろ上海便の問題云々等

もありますので、これはぜひ取り上げていただ

かなければいけないなと思いますし。 

 あと、質問のやり方と質問回数についてもで

すね、まだうちの会派の中では両論ありまし

て、まだ集約ができてないところがあります。

というのも、もう時間内であれば、質問回数も

含めていいんではないかというような御意見

と、それと参考までに、私の経験から言うと、

昨年の６月議会、福島前市長とのやりとりの中

でですね、古嶋議長も大変御迷惑をおかけした

んですが、あのときに２回ほど福島市長が反問

権で成松議員云々ということでですね、逆に尋

ねられたところがありました。社協、本町を見

てどうなんだであったりですね。ああいうこと

がありますので、やはりこの反問権の問題が一

番課題になってくるんじゃないかなというよう

なこともありまして、まだこれは結論にうちの

会派の中では、質問回数についてはですね、至

ってないところもありますので、この全体的な

ことをもう一回、まあ、何回でもうちの会派の

中で議論したいと思います。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） はい。今、成松委員

のほうからも御意見等がありましたが、御認識

の上にですね、私のほうからまずは説明をさせ

ていただきたいと思います。 

 議運の行政視察を踏まえての協議項目の中

で、皆さん方いろんな意見が前回もありまし

た。それについては、質問のやり方と質問の回

数とかですね、議会のＩＣＴ化の検討について

とか、それから議運の開催時期についてとか、

そしてまた議会改革の取り組みの基本的な考え

についてとかですね、議会の基本条例について

とか、それから海外行政視察について、もう所

管の常任委員会でも行政視察を踏まえたその他

としての協議の場を設けたらどうかというたく

さんの御協議のあれがありました。そういう中

を踏まえてですね、今、各代表の方々に各会派

の取りまとめをお聞きしていると、そういうよ

うな状況でありますので、御理解していただき

たいと思います。 

 次に、自由民主党和の古嶋代表、お願いいた

します。 
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○委員（古嶋津義君） はい。質問のやり方と

質問の回数についてでありますけれども、一問

一答方式、いわゆる時間制限内の質問回数は、

もう制限なしという方向がいいんではないかと

いう方が多ございました。ただ、反問権につい

ては、もう少し検討をしてみたらということで

ありました。 

 それから、タブレットの議場持ち込みについ

ては、伊勢市だったですかね、の視察の結果、

いいことではなかろうかと言いますものの、も

う少し検討をこれもしたほうがいいんじゃない

かと。 

 それから、議会基本条例につきましては、こ

れはもう少し検討の余地があるのではないかと

いうことでありました。 

 それから、海外視察については、これからの

時代、大変有意義なことであるということであ

りますが、まだ結論には至っておりません。 

○委員長（山本幸廣君） はい。次に改革クラ

ブの亀田代表、お願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） はい。提案者のほうで

ありますので、ぜひ前向きに検討いただきたい

というふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） はい。次に、連合市

民クラブの野﨑代表、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） はい。質問の件です

が、これが一問一答のほうで制限時間内の無制

限ということでお願いしたいということです。 

 あと、議会のＩＣＴ化というのも、ぜひ取り

入れてほしいということ。 

 あと、議運の開催時期というのもありました

よね、多分。そういったことについてはです

ね、やっぱ１日でもですね、早い段階でやっぱ

り開催のほうをですね、検討してほしいという

ような意見。 

 あと、ほかにも議会改革に取り組む基本的に

考え方とかっていうのもあったと思うんですが

……。 

○委員長（山本幸廣君） はい、ありました。 

○委員（野﨑伸也君） ありました。 

○委員長（山本幸廣君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） そういったところはで

すね、前期の議会の中でもいろいろ話をして取

り組んだという経緯がありますんで、期が変わ

ったからですね、そういってまた改めてです

ね、そういった基本的な考え方にまた入り込ん

でいくという、議論していくというのはどうか

と。もう前期のところで基本的な考え方、これ

からも続けていくというのは、もう合意形成が

できた部分があったんで、それを変えるちゅう

のはないというようなことがありました。た

だ、期が変わったということで、初めて入って

こられた議員さんもおられるという中では、そ

ういった前期の考え方ちゅうのは、やっぱ皆さ

んがもう一度確認をするべきところじゃないか

というようなところが出ています。 

 議会基本条例についてはですね、これもやっ

ぱり共通認識が図られないとできないだろうと

いうようなことがありまして、ただ、それを、

共通認識をですね、形成していくためにはやっ

ぱ議論をしていくべきだろうというようなこと

で、回答にしたいと思います。 

○委員長（山本幸廣君） はい。最後に、新生

会の百田代表、お願いいたします。 

○委員（百田 隆君） 質問のやり方ですが、

これは一問一答方式で、で、反問権もいいので

はないかという二人の話でした。 

 それで、タブレットのほうですが、これも、

持ち込んでも、今の時代ですから、いいのでは

ないかということです。 

 で、議運の開催時期については、執行部の関

係もありますので、これはどうかなということ

ですね。 

 それで、議会改革には、これはやはり市民と

の関係もありますので、やっていかなきゃいけ
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ないということです。 

 それと、議会基本条例は、これはどこもやっ

ているような部分もありますので、いいのでは

ないかなということです。 

 海外視察についてはですね、まだ二人は協議

しておりません。 

 以上です。 

○委員長（山本幸廣君） はい。ほかに御意見

等ありませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） どういたしましょう

か。一つ一つ協議をして、結果を決定するかし

ないか。そこら辺について、ひとつ皆さん方の

御意見を聞かせてください。 

○委員（成松由紀夫君） 委員長。 

○委員長（山本幸廣君） はい、成松委員。 

○委員（成松由紀夫君） これも持ち帰りで。

もう一回、これは話してるが、これは話してな

いというのもあられるようですし、どうしても

うちも反問権のところでですね、まだ集約に至

ってないんですね。どうしても私からすると、

苦い経験があるもんですから、いたずらに時間

を、あのとき、６月議会、長引かされたという

か、で、質問通告をしっかりして、質問項目ま

で、中身まで通告してても、ああやって社協見

てどうですかであったりとかですね、いろんな

ことを、表のマニフェストと裏のマニフェスト

の表現についてどうだとか、議場を会場と呼ば

れてとかっていうことがあるもんですからです

ね、だから、どうしてもその辺をもう一回帰っ

て、それぞれ話し合ってる項目と話し合ってな

い項目もあると思うので、また時間を改めてと

っていただけないでしょうか。 

○委員長（山本幸廣君） はい。 

○議長（橋本幸一君） 委員長、私からも一つ

よろしいですか。 

○委員長（山本幸廣君） はい。議長。 

○議長（橋本幸一君） 今、いろんな内容を聞

いておりますと、短い期間である程度対応でき

るような問題と、それからやはりある程度期間

をかけなければならない問題というのを分けて

振れるかと思うんですね。やっぱそういうこと

をもうちょっと内容を精査して、その中で、お

互いこの議会運営委員会の中でそれぞれの項目

ごとに話していただければ、効率的に進むんじ

ゃないかなということを感じておりますが、そ

の辺をどうぞよろしくお願いしたいと思いま

す。 

○委員長（山本幸廣君） はい。ありがとうご

ざいます。 

 今、たくさんの委員の方々から、代表の方々

含めてですけども、意見が出ておりますが、委

員長としてもですね、御存じのように、すぐ決

定をする事項についても、協議事項についても

あります。そこらあたりを踏まえてですね、ま

ずはもう一回各会派に持ち帰り、次の議運では

ですね、しっかりした決定をすると。できるも

のは決定をする、継続するものについては、継

続は何でと、その理由等も含めてですね、皆さ

んからの御意見をお聞かせいただきたいという

ふうに委員長思っております。 

 そういうことでありますので、いろいろと御

意見があるようでありますが、本日の協議結果

を各会派に持ち帰りいただき、引き続き会派で

も協議を深めていただきたい上でですね、次回

は再度、再度重度な御協議がいただきたいと思

いますので、これに御意見等ありませんか。あ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） で、先ほど来、私の

ほうから、委員長のほうから、その協議項目に

ついて具体的な協議事項について説明をいたし

ましたが、まずはですね、まず１に質問のやり

方と質問の回数について、それから２に議会の

ＩＣＴ化の検討について、議運の開催時期につ

いて、議会改革に取り組む基本的な考え方につ
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いて、議会基本条例について、その他の中で、

海外行政視察について、所管の常任委員会でも

行政視察を踏まえてとしての協議の場を設けた

らどうかについて。１から７でありますが、そ

のほかに皆さん方の御意見等があればですね、

それも項目に含めたいと思いますので、よろし

くお願いいたしたいと思います。 

 それでは、お諮りしたいます。ほかにありま

せんか。もしほかにあれば、この項１から７の

項目以外にあれば、この場でひとつ御発言をし

ていただければと思いますが、いかがですか。

ありますか。 

○委員（古嶋津義君） 委員長。 

○委員長（山本幸廣君） 古嶋代表。 

○委員（古嶋津義君） 質問回数、まあ、一問

一答方式についてとタブレットについては、早

い時期にお答えが出るだろうと思います。た

だ、議運で議会の開催日、これは執行部の都合

もありますので、これはもう最初から無理だろ

うなと思いますので、その辺のところは早い時

期に答えが出るだろうと。あとについては、少

し慎重に審議しなければ、私に言わせれば永遠

のテーマかなというところもありますので、そ

の辺のところは少しめり張りをつけて、議運の

委員長のほうで少し取り上げていただければと

思います。 

○委員長（山本幸廣君） 今、古嶋代表からで

すね、貴重な御意見をいただきました。委員長

としてもですね、同じ考えでありまして、先

日、県下議長会のＯＢと、そしてまた現役の連

中とこの件についてお話をさせていただきまし

た。熊本市は２時間でああいう状況であります

し、いろんなところもですね、もう一問一答式

で回数はないという方向で進んでおるところ、

そして、一問一答のあたりは回数があるという

のがおかしいと、質問回数がですね。そういう

ような意見もありましたので、古嶋代表の言わ

れるとおりですね、ＩＴ化の問題については、

どこで買うか買わんかの問題でありますので、

そこら辺については、すぐ解決すると思いま

す。 

 そういうことで、皆さん方の御意見等を聞か

せていただきましたので、次回の協議、開催協

議をですね、いたします。再度協議をいただき

たいと思いますので、これに御異議ありません

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎その他 

○委員長（山本幸廣君） 以上で、本日の予定

をいたしておりました案件については全て終了

いたしました。ほかに何かありませんか。 

○委員（成松由紀夫君） その他ですか、委員

長。 

○委員長（山本幸廣君） はい。 

○委員（成松由紀夫君） その他ですか。まだ

ですか。その他ですね。 

○委員長（山本幸廣君） はい。その他です。 

○委員（成松由紀夫君） 済みません、先ほ

ど、政府要望のつけ足しを……（｢６月９日｣と

呼ぶ者あり）６月の９日までというお話で、

で、ここについといた概要、２６年度のあれか

なと思ったところが２５年度実績ということな

んで、もし今、曜日がわかれば、つけ足しする

のに、議員さん方に何日ごろですがという調整

をしたいんでですね。（｢わかりました｣と呼ぶ

者あり）こっちで見たらもう２４と幾つて、１

１月１４とか。で、これは２５年度の実績だけ

ん、ことしんとは出とらんでしょう。（｢は

い、２６年度は調整中ということだったもんで

すから｣と呼ぶ者あり）ああ。わかった時点で

お知らせいただけますか。 

○委員長（山本幸廣君） ちょっと小会いたし

ます。 
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（午後０時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時０１分 本会） 

○委員長（山本幸廣君） 本会に返してくださ

い。 

 次に、次回開催日の件でございますが、次回

協議日は第３火曜日となりますので、６月１７

日となりますが、いかがでしょうか。いいです

ね。（｢委員会ばい、経済企業委員会の終わっ

た後｣と呼ぶ者あり）うん。ちなみに、改選前

に協議が行われた際は、定例会開催月の以外の

月の第３火曜日とされておりますことから、改

選前の例を参考に、次回は７月１５日火曜日午

前１０時とする取り扱いでよろしゅうございま

すか。（｢７月｣と呼ぶ者あり）７月１５日で

す。（｢７月の１５日｣と呼ぶ者あり）はい。よ

ろしゅうございますか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山本幸廣君） ７月１５日をめど

に、一生懸命代表、委員の方々、頑張ってくだ

さい。 

 そのように決しました。 

 それでは、これで議会運営委員会を閉会いた

します。御協力ありがとうございました。 

（午後０時０４分 閉会） 
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